
宮城県作業療法士会における 
生活行為向上マネジメント（MTDLP）

の研修会について 
～平成26年年度に実施された研修会の取り扱いおよび

修了の要件、今後の研修予定について～ 
 

生活行為向上マネジメント推進委員 
大内 義隆 



MTDLP研修修了の主な要件 および 
生活行為向上リハビリ加算算定要件 

概論 
90分 

演習※ 

330分 

事例検討会 
or 事例審査 

基
礎
研
修 

実
践
者
研
修 

生活行為向上リハビリ加算
の算定要件 

（1年以内に実践者研修を
修了） 

生活行為向上リハビリ加算 
の算定要件 

（加算算定の専門的な知識
と経験のあるOTに該当） 

実践者研修 

※平成26年に実施された演習（基礎研修）については、基礎研修2（演習）および研修3
（事例報告に向けて）の内容を含めます。 なお各要件の詳細については、日本作業療
法士協会の示す基準等をご確認ください（最終項の資料参照）。 



平成26年度宮城県OT士会主催の
MTDLP研修内容の内訳 

開催日 場所 
概論 

研修時間 
演習 

研修時間 

9月20日 東北保健医療専門学校 90分 90分 

12月 7日 
仙台市市民活動 
サポートセンター 

90分 90分 

3月15日 
東北福祉大学 
感性福祉研究所 

90分 270分 

補足事項 
1. 基礎研修修了の要件については、上記の研修の積算でも可能（次項参照）。 
2. 平成25年以前に行われたブロック毎の研修会などについては、日本作業療法
士協会指定のプログラムとは異なるため、基礎研修の内容には含まれません。 

3. 日本作業療法士協会主催の研修会については、基礎研修を満たす内容であれ
ば、基礎研修修了書が発行されます。 



複数研修会の積算の例 
内容 

平成26年 
9月20日 

平成26年
12月7日 

平成27年
3月15日 

小計 基礎研修 

A 

概論 90分 不参加 90分 
達成 
（90分以上） 

基礎研修修了＊ 

演習 90分 不参加 270分 
達成 
（330分以上） 

B 

概論 不参加 90分 不参加 
達成 
（90分以上） 未達 

（演習240分以上
の補講が必要） 演習 不参加 90分 不参加 

未達 
（90分/330分） 

C 

概論 不参加 不参加 90分 
達成 
（90分以上） 修了 

（演習60分以上の
補講が必要） 演習 不参加 不参加 270分 

未達 
（270分/330分） 

補足事項 

1. 日本作業療法士協会員かつ宮城県作業療法士会員の方には、日本作業療法
士協会より修了書が発行されます。 

2. 演習分の不足については、補講として、今年度に行われる研修に参加すること
で基礎研修の要件を満たすことが可能です。 



平成2７年度宮城県OT士会主催による
MTDLP研修会の予定 

開催日時 場所 

基礎研修 実践者研修 
基礎1 
（概論） 

基礎2, 3 
（演習等） 

事例検討 

9月29日 
19時～20時半 

太白区中央市民 
センター 

90分 - - 

10月18日 
10時～16時半 

東北福祉大学 
感性福祉研究所 

- 330分 - 

11月 未定 - - 90分 

12月 未定 - 330分 - 

1月 未定 - - 90分 

補足事項 
1. 基礎研修1（概論）については、上記以外に、ブロック毎の開催希望の有無につ
いて、各ブロック推進委員（ブロック長）へ案内をしております。 

2. 事例検討会の参加者（発表者以外）は、各発表を通して演習シートに記入等を
行うことで、基礎研修2,3（演習の補講：60分）としてみなす。 



事例検討会 

内容 時間配分 予定時間 

事例発表＋質疑 7分×5名 35分 

グループ討議 35分×5グループ 35分 

グループ討議の発表 3分×5グループ 15分 

まとめ 5分 

例）時間の目安：90分程度 

補足事項 
1. 一事例当たりの所要時間は45分を標準とする（都道府県士会共通基準）。 

2. 事例検討会の参加者（発表者以外）は、各発表を通して演習シートに記入等を
行うことで、基礎研修（演習の補講：60分）としてみなす。 



参考資料 

 

日本作業療法士協会資料より（平成27年度） 


